
平成 30 年度 精神保健福祉部会 記録 

 

平成 30年１１月１６日（金） 

午前 9時～10時 00分まで 

リハセンター2Ｆ、AV会議室 

進行：遠藤部会長 

（1） 情報提供・PRについて 

ピアサポーターとの共同企画の研修についての振り返り 

〔運営について〕 

・受付名簿が、当事者と支援者と分かれていて探しやすかった。 

・受付の近くに案内係として対応してくれていたので、案内もスムーズだった。 

・スタッフ用の名札がいろんな人に渡っていた。ファシリテーター（リーダー）としての役割認 

識にもなっていたので、色分けするなど余分の札も必要かも。 

・周知がもう少し早めにできると集客ももっとあったのではないか。 

・控え室があったので、開始前の時間をゆったりと過ごせ、講演へのぞめた。 

・体験発表とシンポジウムの両方を担当すると、大変だったので、なるべく多くの方が登壇でき 

る様にしていきたい。 

・事前に打ち合わせが出来たので、安心して当日を迎えられた。 

（アンケート結果の報告） 

（その他） 

・「ピアサポーターへ活動の依頼するにはどうすればいいのか？」との質問があった。 

・「相談窓口はどこか？」など質問があった。 

・ピアサポーターの体制を考える必要あり。高齢者分野との連携もどのように考えるか 

 

（2）３０年度 部会の取組みについて 

  ① GSV・事例検討 

  次回 12月 日（ ） 未定（メールにて日程調整の連絡をする） 

   ② 企画 

    ・支援者の連携や理解を深める企画 

    →医療と福祉の支援者交流会 第２弾 

   １～３月ごろ開催予定。今年は 2時間程度で各機関の説明と情報交換を実施予定。 

   別紙（9月の部会で配布）要綱参照 

   対象者の中にピアサポーターも含め、活動内容を紹介するのかどうか？ 

   お弁当を食べながら、プレゼンを聞くスタイルでもいいのではないか？ 

   作業所かリハセン１階の喫茶で注文してはどうか？ 

 

 

 



⑶精神障がい者スーパーバイザー派遣事業について 

① 報告  11/14 地域移行支援の手続きや支援のポイント、注意点について説明 

    →具体的な支援の手続きを説明。 

② 予定  12/26（水） 高松市保健センター 家族教室にて「社会資源について」 

          12/18（火） 中核拠点・地域拠点合同会議にてピアサポート活動の説明 

 

⑷基幹相談センター（事務局）より  

  （別紙参照〕 

① ピアサポーターの取材について・・・活動場面の取材は難しい。就労をトピックスとして何か

ないか？と方向性が変わってきている。 

② 自立支援協議会での事例検討について 

 

 

次回 精神保健福祉部会 12月 21日（金）9:00～ 

 


